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とリミッターや陰解法等の数値計算法を記述すると共に，従来の 2 次精度四面体スペクトラルボリューム (SV) 
法をプリズムと六面体に拡張する SV+法の開発・Verification を実施し，NASA Common Research Model (NASA-
CRM) の空力解析により六面体 SV+法のValidationを行っている．第 3章ではNASA-CRM の空力解析によりプ








































洞試験値に対して Medium 格子において 1.9 カウントの誤差で抗力を予測することができた．また，First 































由度数で比較すると SV+法は FV 法よりも定量的に優れる結果を与えることを示した．また，境界層内に四面体
を用いてもプリズムと同等な定量的予測が可能なため，プリズムの生成が困難な複雑形状周りには四面体を採用
することができ，格子生成が容易になる．つまり SV+法は，非構造格子が本来持つ格子生成上の高い柔軟性を十
分に発揮することを可能にした．2 つ目の結論は，提案した遷音速フラッタ境界の高速予測法により遷音速ディ
ップの探査を高効率に可能としたことである．定常計算により一般化空気力の主流マッハ数スイープを行うこと
で，曲げモードとねじりモードの推移がわかり，遷音速ディップの底に対応する主流マッハ数を推定することが
できた．この推定を利用して，マッハ数と動圧の 2次元平面にサンプル点を追加することにより少ない計算ケー
ス数でフラッタ境界の概形と遷音速ディップの底を予測することに成功した．初期サンプル点の検討では，遷音
速ディップ付近には選定した追加点を加えるため，等間隔直交な初期分布でも，Latin Hypercube法による初期分
布でも同等なフラッタ境界が得られることを示した．補間方法の検討では，RBFによる補間と同じWendland C2
関数を相関関数とする Kriging 法についても検討したが，RBFによる結果と同等なフラッタ境界を得ることがで
きた． 
